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「パワーアップ仙台っ子プロジェクト」について 

 

１ 目的 

  本市児童において，昭和６０年頃をピークとした体力低下や日常生活における身体活動機会の減少， 

運動に対する二極化，運動能力低下が原因として考えられるけがの増加などの現状がみられる。そう

いった状況を改善させるため，学校体育を主軸とした運動の日常化をより一層推進するため，「パワ

ーアップ仙台っ子プロジェクト」により，本市児童の体力・運動能力等の向上を図る。 

 

２ 本市児童の体力・四肢の状態に関する概要（平成２７年度の状況） 

平成２７年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査（小学５年生悉皆調査）の結果から，長座体前

屈は男女とも全国平均を上回った。男子のソフトボール投げ，女子の握力は全国平均を上回っている

が，本市調査開始から下降傾向が続いている。２０ｍシャトルランは，近年向上しているものの全国

平均には及ばない。50ｍ走，立ち幅とびは全国の下位を推移している。（資料１～３参照） 

運動の日常化に関しては，１週間の授業以外の総運動時間が，前年より男子は約２分，女子は約  

１０分増加したものの，全国平均より男子は約４０分，女子は約４６分少ない傾向がある。 

運動に関する関心及び意欲については，全国平均を上回った。体育の授業の満足度は前年及び全国

平均を下回った。 

四肢の状態（運動器）については，今年度から定期健康診断において必須項目となったことを受け

て，５つの小学校の３年生４９３名を対象にモデル事業として検査した結果，専門医による検査が必

要とされた児童が約１割であった。（資料４参照） 

 

３ 取組みにあたって 

 本プロジェクトは，児童の体力向上を図るための具体の事例として示すものである。体力向上につ

いては，継続して実施することで効果が期待されるので，各校においては，可能な限り年間を通した

運動の日常化に係る取組みを教育課程に盛り込み，複数年で実施するものとする。なお，自校の課題

改善策としてすでに行い，成果がみられる場合はこれまでの取組みを継続することとし，新たに取組

む場合等の参考に資する。 
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サポートプログラム１  — PDCAS サイクル —【通年】 

 体力・運動能力調査結果をもとに，PDCAS サイクルに沿って計画や実施、評価，改善等を行う。 

また，調査結果等を全教員で共通認識する他，各校の取組みや児童の調査結果を保護者等に周知し，

家庭での運動習慣等の取組みを啓発する。 

 

  サポートプログラム２  — デスクトップにパワーアップ仙台っ子！ —【通年】 

   パワーアップ仙台っ子～運動の日常化に向けたアイディア集～には，様々なニーズに合わせた事 

例が豊富に掲載されてあるので，教員貸与パソコンにデータを貼り付けて，必要な時にすぐに活用

できるようにする。また，冊子の保管場所は，全教員に周知する。 

 

６ プロジェクトイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本プロジェクトは，全ての小学校において，一つ一つの体

力向上策を連動させながら，複数年間において継続的に取り

組むことで，大きな効果が期待できます。 
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運動カード 
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健康診断結果等
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